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ことを見出した。HepG2 細胞には TRP チャネルのサブタイプである TRPV1, TRPC1, 
TRPM2, TRPM7 の発現を確認した。さらに、In situ hybridization 法により、TRPV1, 
TRPC1, TRPM2, TRPM7 の転写物が、人間の肝細胞組織における肝細胞及びクッパ
ー細胞内に点在していることも示した。HepG2 細胞においては、TRPV1, TRPC1 を
siRNA や阻害剤で阻害したところ、APAP に誘発された活性酸素の生成や Ca2+流入、
細胞死が抑制された。この抑制効果は、TRPM2 や TRPM7 を阻害した場合の抑制効







第 2 章では、H2O2感受性を有する TRPM2 に着目し、TRPM2 が炎症性疾患である
関節リウマチの悪化に重要であることを明らかにした。関節リウマチは、関節軟骨基質
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